
建築学系 筆答専門試験科目2026 大修 出題の意図 

 

午前 建築学系（共通科目） 

 

Ⅰ：建築計画 

建築計画学に関する基礎的用語とその意味を理解しているかを問う。 

 

Ⅱ：都市・まちづくり 

都市計画・まちづくりに関して基礎的な学力を問う問題。 

 

Ⅲ：建築構造・構造力学 

建築学系として専門分野に関係なく必要な構造の知識を確認するための問題。 

 

Ⅳ：建築環境・設備工学 

建築環境・設備工学に関する基礎的な学力を問う問題である。建築環境・設備工学に関する基本用語等の理解

や、理論に基づく数値の導出を確認している。 

 

Ⅴ：建築材料・施工 

建築材料・施工分野に関する基礎的な知識の習得度合いを確認するための問題。 

 

Ⅵ：建築歴史・意匠 

Ⅵ-1 日本建築史、西洋建築史、近現代建築史の基礎的な知識を問う。 

Ⅵ-2 建築一般構造に関わる基礎的な知識を問う。 

 

 

 



午後 筆答専門試験科目2026 大修 

建築学系（Ａ：即日設計） 

木造の構法の基本的知識を問うとともに、煙の排出機構を備えた木造架構および食事・調理の行為を統合する

デザイン力、それらを端的に説明する論理力、図面による表現力を審査する。 

 

建築学系（Ｂ：建築学科目） 

 

Ⅰ：建築計画 

I-1：建築計画学の視点から建築図面を読み解く能力を問う。 

I-2：建築計画学で必要とされる数理統計的な思考能力を問う。 

I-3：建築計画学に関わる社会的課題について考察する能力を問う。 

 

Ⅱ：都市・まちづくり 

Ⅱ-1 

都市再生とまちづくりに関するルーツと歴史的経緯、関連の専門語句についての理解を問うとともに、今後の

都市に対するビジョンやデザインの方法論につなげるための構築力を問う。 

Ⅱ-2 

問 1 まちづくりの歴史に関する基本的知識の確認および参加型都市計画において重視される価値体系の理

解の程度を確認する。 

問2 人工的な都市環境と生態系に必要な環境を具体的に組み合わせるデザイン手法について、その理解の程

度を確認し、また解答者の思考の論理性と表現力を確認する。 

Ⅱ-3 

過疎問題や環境問題を把握し、それら複数の課題を総合的に捉えたうえで、多面的に考察し解決策を試行する

ことができる能力を問う。 

 

Ⅲ：建築構造・構造力学 

構造の各種専門分野において，必要な知識およびそれを応用できるかを確認するための問題。 

 

Ⅳ：建築環境・設備工学 

建築環境・設備工学に関する専門的な学力を問う問題である。建築環境・設備工学に関する専門用語等の理解

や論理的な思考力を確認している。 

 

Ⅴ：建築材料・施工 

与えられた各事項について，それに関連する事柄も含めて広く説明させることで，建築材料・施工分野におけ

る必要な知識の習得度合いを確認するための問題。 

 

Ⅵ：建築歴史・意匠（小論文） 

日本近代の歴史的な建築作品についての知識を問うとともに、その特徴を具体的に挙げて論じさせることで、

受験者の建築歴史・意匠に関する関心の高さと理解度を審査する。 


